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はじめに

昨今の世界各国の株式市場におけるＩＴバブル崩壊の影響を評価する際には、投資家

や失業に見舞われた人々の短期的な失望にばかり焦点をあてるのでなく、インターネッ

トその他がもたらすであろう、広範かつ長期的な社会経済変革に秘められた大きな可能

性にも着目する必要があります。現在おもに問われているのは、世界が社会経済的な大

転換期、すなわちどこで、どのように生活し、何をどのように生産、消費するかなど

我々の生活様式、ひいては文化や価値観が世代間で根本的に変化してしまうような大転

換期に実際にさしかかっているのかということです。

この問いを一言で言うならば、「21世紀最初の30年の間に、世界の大多数の人々の日

常生活は、20世紀最後の数十年と比べて全く違うものになっているだろうか」というこ

とになります。多くの点についてこの問いの答えはイエスです。「21世紀的大転換」を

テーマとした一連のOECD国際未来プログラム（IFP）会議の所見によれば、そうした根

本的な変化の種はすでにまかれているのです。しかしながらこの変化の種が、21世紀の

社会経済で現実に開花するかどうかについては二重の課題があります。

壮大な変革を可能にするような条件を創り出すには、まず、それぞれが異なっていな

がらも相互に依存しあうような変化が広範にわたって生じることが前提となります。次

に、IFPによる分析でも強調されているように、21世紀的大転換を人々が望むような形で

現実に展開させていくためには、協調が必要になります。大転換をもたらすような条件

を創り出し、またリスクを効果的に管理しながら好機をつかむためには、適切な政策が

重要であることは言うまでもありません。

一連のIFP会議の所見によれば、世界的な大転換を巻き起こす四つの原動力とは、技術

革新の継続的な普及、地域レベルからグローバルレベルにわたる経済的相互依存の進展

と一層の競争の促進、20世紀から引き継いだ社会経済上の境界の内外における社会的地

位と主体性のさらなる多様化、そして、人間活動のあらゆる面において意思決定や実行

の際により非階層的で柔軟な手法をもたらすような、権力と責任の分散化であるのです。
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大転換がもたらす変化は、基本的人権の現

実的な適用の拡大から、社会上・環境上の持

続可能性を最大限に向上させることに至るま

で、人類にとって最も重要な目標のいくつか

を実現する機会を与えてくれる。大転換はさ

らに、善用も悪用もされうるツールや、克服

も悪化もありうる社会的緊張など、様々な機

会やリスクの性質、程度、その認識について

も変化を引き起こす可能性が高い。
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21世紀的大転換における

大きな機会とリスクとは

技術だけで十分か

機会―21世紀的大転換は、かつての蒸気機

関、電気、自動車などに匹敵するような、技

術進歩の本格的な到来をもたらす可能性を有

している。情報技術の発展は、買い手、売り

手にとって、さらには同一の関心や文化を共

有する共同体にとって、格差のないグローバ

ルな知識共有が実現するところにまで到達す

る可能性がある。中には、コンピュータは、

各種の知覚的な入力・出力装置や、世界に広

がるネットワーク、膨大なデータベース、さ

らにはいわゆる「人工知能」ソフトなどを駆

使することで、仕事や遊び、生活の時間、場

所、方法を根本的に変えてしまうことになる

と確信する者もいる。

バイオテクノロジーは、世界の様々な地域

で病気と闘ったり、農業や食品加工業などの

産業における環境負荷を低減するに必要な、

強力な手段を新たにもたらす可能性がある。

また、技術発展は、建設、耐久消費財、発電

などの部門を一変しかねないような、新素材、

生産プロセス・製品デザインなどが生み出す

可能性を有している。これによって、ハイテ

クビルディング、自動車からコンピュータ内

蔵の衣料や家庭用品に至るまで、様々な種類

の商品についてその効率・有用性が劇的に向

上する可能性がある。

リスク―新技術が普及し飛躍的にその能力

が高まると常につきまとうのが、転換に伴う

障害、誤用、意図しなかった有害な結果など

が発生するリスクである。人々の中には、日

常的な仕事や家庭生活における新技術、製品、

組織形態の発展や発明が、技術的・社会的に

いつまで続くのかその可能性に対して懸念を

持つ者もいる。一方、変革が継続的に生じる

とコストが高くつくのではないかという懸念、

プライバシーなど長年培われてきた伝統が損

なわれるリスクや持続可能な環境に対する脅

威が、単独で発生しても両方同時でも、大き

すぎるのはないかという懸念がある。

特に二種類の危険が広く認識されている。

一つは、将来の「インテリジェント・マシン」

や遺伝子工学によって創造された生命体がコ

ントロール不能になる恐れであり、もう一つ

は、革新的な新ツールや製品が、持つ者と持

たざる者、リスクを厭わぬ者と避ける者との

格差を広める恐れである。加えて、より社会

的な観点から見た懸念もある。それは建設的

な技術発展を形成し普及させるのに必要な経

済的・社会的変革が起こらないため、技術は

進歩してもその恩恵が具体的に結実しないの

ではという懸念である。


